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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月25日(2014.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、
イオン性塩を含む適さない生物物理学的環境と、
キサンタンガムを含む安定化ポリマーと、
プロピレングリコールと、
ポリソルベート２０を含むポリソルベート界面活性剤と、
テルビナフィンおよび／またはその塩と
を含む組成物。
【請求項２】
一酸化窒素供与体をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
前記一酸化窒素供与体は、Ｌ－アルギニンおよび／またはＬ－アルギニン塩を含む、請求
項２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記一酸化窒素供与体、前記適さない生物物理学的環境、前記キサンタンガム、前記プ
ロピレングリコール、前記ポリソルベート界面活性剤、ならびに前記テルビナフィンおよ
び／またはその塩のそれぞれが、送達ビヒクル内に含有される、請求項２または３に記載
の組成物。
【請求項５】
　４０℃の温度に少なくとも約１日間暴露された場合に安定である、請求項１から４のい
ずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　クリームである、請求項１から５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　ゲルである、請求項１から５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　経皮パッチ内に含有される、請求項１から５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記一酸化窒素供与体が、前記組成物の少なくとも約０．５重量％の濃度で存在する、
請求項１から８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記適さない生物物理学的環境が、角質層を経由して前記テルビナフィンおよび／また
はその塩を運ぶことができる、請求項１から９のいずれか一項に記載の組成物。
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【請求項１１】
　前記イオン性塩が、前記組成物の少なくとも約５重量％の濃度で存在する、請求項１か
ら１０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記適さない生物物理学的環境が、塩化ナトリウム、塩化コリン、塩化マグネシウム、
および塩化カルシウムからなる群から選択される１つまたは複数のイオン性塩を含む、請
求項１から１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記適さない生物物理学的環境が、少なくとも約０．２５Ｍのイオン強度を有する、請
求項１から１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記適さない生物物理学的環境が、少なくとも約１Ｍのイオン強度を有する、請求項１
から１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記被験体がヒトである、請求項１から１４のいずれか一項に記載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　本発明の非限定的実施形態を、例として添付の図を参照して記述するが、これらは概略
図であり、一定の縮尺で描かれていることを意図するものではない。図中、例示されてい
る同一またはほぼ同一の成分はそれぞれ、典型的には、単一の数字によって表される。明
瞭さを目的として、当業者が本発明を理解することを可能にするために、例示が必ずしも
必要ではない場合、あらゆる図においてあらゆる成分にラベルが付けられているわけでは
なく、本発明の各実施形態のあらゆる成分が示されているわけでもない。
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、
適さない生物物理学的環境と、
安定化ポリマーと、
プロピレングリコールと、
ポリソルベート界面活性剤と、
テルビナフィンおよび／またはその塩と、場合により
一酸化窒素供与体と
を含む組成物。
（項目２）
　前記一酸化窒素供与体、前記適さない生物物理学的環境、前記キサンタンガム、前記プ
ロピレングリコール、前記ポリソルベート界面活性剤、ならびに前記テルビナフィンおよ
び／またはその塩のそれぞれが、送達ビヒクル内に含有される、項目１に記載の組成物。
（項目３）
　４０℃の温度に少なくとも約１日間暴露された場合に安定である、項目１または２のい
ずれか一項に記載の組成物。
（項目４）
　４０℃の温度に少なくとも約１週間暴露された場合に安定である、項目１から３のいず
れか一項に記載の組成物。
（項目５）
　４０℃の温度に少なくとも約４週間暴露された場合に安定である、項目１から４のいず
れか一項に記載の組成物。
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（項目６）
　クリームである、項目１から５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目７）
　ゲルである、項目１から５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目８）
　ローションである、項目１から５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目９）
　経皮パッチ内に含有される、項目１から５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１０）
　前記一酸化窒素供与体がＬ－アルギニンを含む、項目１から９のいずれか一項に記載の
組成物。
（項目１１）
　前記一酸化窒素供与体がＬ－アルギニン塩を含む、項目１から１０のいずれか一項に記
載の組成物。
（項目１２）
　前記一酸化窒素供与体がＬ－アルギニンＨＣｌを含む、項目１から１１のいずれか一項
に記載の組成物。
（項目１３）
　前記一酸化窒素供与体が、前記組成物の少なくとも約０．５重量％の濃度で存在する、
項目１から１２のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１４）
　前記一酸化窒素供与体が、前記組成物の少なくとも約５重量％の濃度で存在する、項目
１から１３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１５）
　前記一酸化窒素供与体が、前記組成物の少なくとも約７重量％の濃度で存在する、項目
１から１４のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１６）
　前記適さない生物物理学的環境が、角質層を経由して前記テルビナフィンおよび／また
はその塩を運ぶことができる、項目１から１５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１７）
　前記適さない生物物理学的環境がイオン性塩を含む、項目１から１６のいずれか一項に
記載の組成物。
（項目１８）
　前記イオン性塩が、前記組成物の少なくとも約５重量％の濃度で存在する、項目１７に
記載の組成物。
（項目１９）
　前記イオン性塩が、前記組成物の少なくとも約７重量％の濃度で存在する、項目１７ま
たは１８のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２０）
　前記イオン性塩が、前記組成物の少なくとも約１０重量％の濃度で存在する、項目１７
から１９のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２１）
　前記適さない生物物理学的環境が塩化コリンを含む、項目１から２０のいずれか一項に
記載の組成物。
（項目２２）
　前記適さない生物物理学的環境が塩化マグネシウムを含む、項目１から２１のいずれか
一項に記載の組成物。
（項目２３）
　前記塩化マグネシウムが、前記組成物の約０．１重量％から約５重量％の間の濃度で存
在する、項目２２に記載の組成物。
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（項目２４）
　前記適さない生物物理学的環境が塩化カルシウムを含む、項目１から２３のいずれか一
項に記載の組成物。
（項目２５）
　前記適さない生物物理学的環境が、少なくとも約０．２５Ｍのイオン強度を有する、項
目１から２４のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２６）
　前記適さない生物物理学的環境が、少なくとも約１Ｍのイオン強度を有する、項目１か
ら２５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２７）
　約５から約８の間のｐＨを有する、項目１から２６のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２８）
　前記適さない生物物理学的環境が、少なくとも約１０００のオクタノール－水分配係数
を有する成分を含む、項目１から２７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２９）
　組成物が被験体に塗布される場合に、前記適さない生物物理学的環境が、前記一酸化窒
素供与体を、組成物から前記被験体の皮膚へ移動させることができる、項目１から２８の
いずれか一項に記載の組成物。
（項目３０）
　前記被験体がヒトである、項目１から２９のいずれか一項に記載の組成物。
（項目３１）
　前記一酸化窒素供与体を含有する包装をさらに含む項目１から３０のいずれか一項に記
載の組成物であって、前記包装は、リポソーム、コラーゲンのエマルション、コラーゲン
ペプチド、およびそれらの組合せからなる群から選択される、組成物。
（項目３２）
　前記安定化ポリマーがキサンタンガムを含む、項目１から３１のいずれか一項に記載の
組成物。
（項目３３）
　前記安定化ポリマーがＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）ＢＴを含む、項目１から３２のいず
れか一項に記載の組成物。
（項目３４）
　前記安定化ポリマーが、ＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）ＢＴおよび／またはＫＥＬＴＲＯ
Ｌ（登録商標）ＲＤから本質的になる、項目１から３１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目３５）
　組成物内のＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）ＢＴ対ＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）ＲＤの比率
が３：５である、項目３４に記載の組成物。
（項目３６）
　前記ＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）ＢＴが、前記組成物の約０．３重量％の濃度で存在し
、かつ、前記ＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）ＲＤが、前記組成物の０．５重量％の濃度で存
在する、項目３４または３５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目３７）
　前記安定化ポリマーが、前記組成物の少なくとも約０．５重量％の濃度で存在する、項
目１から３６のいずれか一項に記載の組成物。
（項目３８）
　前記安定化ポリマーが、前記組成物の少なくとも約０．８重量％の濃度で存在する、項
目１から３７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目３９）
　前記プロピレングリコールが、前記組成物の少なくとも約３重量％の濃度で存在する、
項目１から３８のいずれか一項に記載の組成物。
（項目４０）
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　前記プロピレングリコールが、前記組成物の少なくとも約５重量％の濃度で存在する、
項目１から３９のいずれか一項に記載の組成物。
（項目４１）
　前記ポリソルベート界面活性剤がポリソルベート２０を含む、項目１から４０のいずれ
か一項に記載の組成物。
（項目４２）
　前記ポリソルベート界面活性剤が、ソルビタンモノラウレート部分を含むポリソルベー
トを含む、項目１から４１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目４３）
　前記ポリソルベート界面活性剤が、前記組成物の少なくとも約１重量％の濃度で存在す
る、項目１から４２のいずれか一項に記載の組成物。
（項目４４）
　前記ポリソルベート界面活性剤が、前記組成物の少なくとも約２重量％の濃度で存在す
る、項目１から４３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目４５）
　前記ポリソルベート界面活性剤が、式：
【化５】

を有する化合物を含む、項目１から４４のいずれか一項に記載の組成物。
（項目４６）
　ｗ＋ｘ＋ｙ＋ｚが２０である、項目４５に記載の組成物。
（項目４７）
　約１：６．２５：２．５の前記安定化ポリマー対プロピレングリコール対前記ポリソル
ベート界面活性剤の比率を有する、項目１から４６のいずれか一項に記載の組成物。
（項目４８）
　テルビナフィンを含む、項目１から４７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目４９）
　テルビナフィンの塩を含む、項目１から４８のいずれか一項に記載の組成物。
（項目５０）
　テルビナフィンのナトリウム塩を含む、項目４９に記載の組成物。
（項目５１）
　前記テルビナフィンおよび／またはその塩が、前記組成物の少なくとも約０．１重量％
の濃度で存在する、項目１から５０のいずれか一項に記載の組成物。
（項目５２）
　前記テルビナフィンおよび／またはその塩が、前記組成物の少なくとも約１重量％の濃
度で存在する、項目１から５１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目５３）
　前記テルビナフィンおよび／またはその塩が、前記組成物の少なくとも約５重量％の濃
度で存在する、項目１から５２のいずれか一項に記載の組成物。
（項目５４）
　前記テルビナフィンおよび／またはその塩が、前記組成物の約０．１重量％から約１０
重量％の間の濃度で存在する、項目１から５３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目５５）
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　項目１から５４のいずれか一項に記載の組成物を被験体に塗布するステップを含む、方
法。
（項目５６）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、前記組成物の少なくとも約８０重
量％が、
水と、
少なくとも１つの塩化物塩と、
安定化ポリマーと、
プロピレングリコールと、
ポリソルベート界面活性剤と、
テルビナフィンおよび／またはその塩と、場合により
一酸化窒素供与体と
を含む、組成物。
（項目５７）
　前記プロピレングリコールが、少なくとも約３％の濃度で存在する、項目５６に記載の
組成物。
（項目５８）
　前記プロピレングリコールが、少なくとも約５％の濃度で存在する、項目５６または５
７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目５９）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、前記組成物の少なくとも約８０重
量％が、
水と、
少なくとも１つの塩化物塩と、
安定化ポリマーと、
ポリソルベート界面活性剤と、
テルビナフィンおよび／またはその塩と、場合により
一酸化窒素供与体と
を含む、組成物。
（項目６０）
　ステアリン酸グリセリルをさらに含む、項目５６から５９のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目６１）
　セチルアルコールをさらに含む、項目５６から６０のいずれか一項に記載の組成物。
（項目６２）
　スクアランをさらに含む、項目５６から６１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目６３）
　ミリスチン酸イソプロピルをさらに含む、項目５６から６２のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目６４）
　オレイン酸をさらに含む、項目５６から６３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目６５）
　前記水が、前記組成物の少なくとも約３５重量％の濃度で存在する、項目５６から６４
のいずれか一項に記載の組成物。
（項目６６）
　前記水が、前記組成物の少なくとも約４０重量％の濃度で存在する、項目５６から６５
のいずれか一項に記載の組成物。
（項目６７）
　前記少なくとも１つの塩化物塩が、適さない生物物理学的環境を作り出す、項目５６か
ら６６のいずれか一項に記載の組成物。
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（項目６８）
　前記少なくとも１つの塩化物塩が塩化マグネシウムを含む、項目５６から６７のいずれ
か一項に記載の組成物。
（項目６９）
　前記塩化マグネシウムが、前記組成物の約０．１重量％から約５重量％の間の濃度で存
在する、項目６８に記載の組成物。
（項目７０）
　約５から約８の間のｐＨを有する、項目５６から６９のいずれか一項に記載の組成物。
（項目７１）
　前記少なくとも１つの塩化物塩が塩化ナトリウムを含む、項目５６から７０のいずれか
一項に記載の組成物。
（項目７２）
　前記少なくとも１つの塩化物塩が、前記組成物の少なくとも約５重量％の濃度で存在す
る、項目５６から７１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目７３）
　前記少なくとも１つの塩化物塩が、前記組成物の少なくとも約１０重量％の濃度で存在
する、項目５６から７２のいずれか一項に記載の組成物。
（項目７４）
　前記少なくとも１つの塩化物塩が、前記組成物の少なくとも約１５重量％の濃度で存在
する、項目５６から７３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目７５）
　前記一酸化窒素供与体がＬ－アルギニンを含む、項目５６から７４のいずれか一項に記
載の組成物。
（項目７６）
　前記一酸化窒素供与体がＬ－アルギニン塩を含む、項目５６から７５のいずれか一項に
記載の組成物。
（項目７７）
　前記一酸化窒素供与体が、前記組成物の少なくとも約３重量％の濃度で存在する、項目
５６から７６のいずれか一項に記載の組成物。
（項目７８）
　前記一酸化窒素供与体が、前記組成物の少なくとも約７重量％の濃度で存在する、項目
５６から７７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目７９）
　前記テルビナフィンおよび／またはその塩が、前記組成物の少なくとも約０．１重量％
の濃度で存在する、項目５６から７８のいずれか一項に記載の組成物。
（項目８０）
　前記テルビナフィンおよび／またはその塩が、前記組成物の約０．１重量％から約１０
重量％の間の濃度で存在する、項目５６から７９のいずれか一項に記載の組成物。
（項目８１）
　テルビナフィンを含む、項目５６から８０のいずれか一項に記載の組成物。
（項目８２）
　テルビナフィンの塩を含む、項目５６から８１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目８３）
　前記安定化ポリマーが、ＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）ＢＴおよび／またはＫＥＬＴＲＯ
Ｌ（登録商標）ＲＤから本質的になる、項目５６から８２のいずれか一項に記載の組成物
。
（項目８４）
　前記安定化ポリマーが、少なくとも約０．５％の濃度で存在する、項目５６から８３の
いずれか一項に記載の組成物。
（項目８５）
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　前記安定化ポリマーが、少なくとも約０．８％の濃度で存在する、項目５６から８４の
いずれか一項に記載の組成物。
（項目８６）
　前記ポリソルベート界面活性剤が、前記組成物の少なくとも約１重量％の濃度で存在す
る、項目５６から８５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目８７）
　前記ポリソルベート界面活性剤が、前記組成物の少なくとも約２重量％の濃度で存在す
る、項目５６から８６のいずれか一項に記載の組成物。
（項目８８）
　前記ポリソルベート界面活性剤がポリソルベート２０を含む、項目５６から８７のいず
れか一項に記載の組成物。
（項目８９）
　項目５６から８８のいずれか一項に記載の組成物を被験体に塗布するステップを含む、
方法。
（項目９０）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、
適さない生物物理学的環境と、
テルビナフィンおよび／またはその塩と、場合により
一酸化窒素供与体と
を含む組成物。
（項目９１）
　前記適さない生物物理学的環境が、少なくとも約０．２５Ｍのイオン強度を有する、項
目９０に記載の組成物。
（項目９２）
　前記適さない生物物理学的環境が、少なくとも約１Ｍのイオン強度を有する、項目９０
または９１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目９３）
　前記適さない生物物理学的環境が、約０．２５Ｍから約１５Ｍの間のイオン強度を有す
る、項目９０から９２のいずれか一項に記載の組成物。
（項目９４）
　前記適さない生物物理学的環境が、角質層を経由して前記テルビナフィンおよび／また
はその塩を運ぶことができる、項目９０から９３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目９５）
　前記適さない生物物理学的環境がイオン性塩を含む、項目９０から９４のいずれか一項
に記載の組成物。
（項目９６）
　前記適さない生物物理学的環境が、塩化ナトリウム、塩化コリン、塩化マグネシウム、
塩化カルシウムの１つまたは複数を含む、項目９０から９５のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目９７）
　前記適さない生物物理学的環境が塩化マグネシウムを含む、項目９０から９６のいずれ
か一項に記載の組成物。
（項目９８）
　前記塩化マグネシウムが、前記組成物の約０．１重量％から約５重量％の間の濃度で存
在する、項目９７に記載の組成物。
（項目９９）
　約５から約８の間のｐＨを有する、項目９０から９８のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１００）
　前記一酸化窒素供与体がＬ－アルギニンを含む、項目９０から９９のいずれか一項に記
載の組成物。
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（項目１０１）
　前記一酸化窒素供与体が、前記皮膚内の血流を増加させるのに有効な量で存在する、項
目９０から１００のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１０２）
　クリームである、項目９０から１０１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１０３）
　ゲルである、項目９０から１０１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１０４）
　ローションである、項目９０から１０１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１０５）
　前記テルビナフィンおよび／またはその塩が、前記組成物の約０．１重量％から約１０
重量％の間の濃度で存在する、項目９０から１０４のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１０６）
　項目９０から１０５のいずれか一項に記載の組成物を被験体に塗布するステップを含む
、方法。
（項目１０７）
　被験体の皮膚の一部に、適さない生物物理学的環境中にテルビナフィンおよび／または
その塩を含む送達ビヒクルを塗布する
行為を含む、方法。
（項目１０８）
　前記適さない生物物理学的環境が、少なくとも約１Ｍのイオン強度を有する、項目１０
７に記載の方法。
（項目１０９）
　前記適さない生物物理学的環境が、約０．２５Ｍから約１５Ｍの間のイオン強度を有す
る、項目１０７または１０８のいずれか一項に記載の方法。
（項目１１０）
　前記適さない生物物理学的環境が、角質層を経由して前記テルビナフィンおよび／また
はその塩を運ぶことができる、項目１０７から１０９のいずれか一項に記載の方法。
（項目１１１）
　前記適さない生物物理学的環境がイオン性塩を含む、項目１０７から１１０のいずれか
一項に記載の方法。
（項目１１２）
　前記適さない生物物理学的環境が、塩化ナトリウム、塩化コリン、塩化マグネシウム、
塩化カルシウムの１つまたは複数を含む、項目１０７から１１１のいずれか一項に記載の
方法。
（項目１１３）
　前記適さない生物物理学的環境が塩化マグネシウムを含む、項目１０７から１１２のい
ずれか一項に記載の方法。
（項目１１４）
　前記塩化マグネシウムが、前記送達ビヒクルの約０．１重量％から約５重量％の間の濃
度で存在する、項目１１３に記載の方法。
（項目１１５）
　前記送達ビヒクルが、約５から約８の間のｐＨを有する、項目１０７から１１４のいず
れか一項に記載の方法。
（項目１１６）
　前記送達ビヒクルが一酸化窒素供与体をさらに含む、項目１０７から１１５のいずれか
一項に記載の方法。
（項目１１７）
　前記一酸化窒素供与体がＬ－アルギニンを含む、項目１１６に記載の方法。
（項目１１８）
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　前記一酸化窒素供与体が、前記皮膚内の血流を増加させるのに有効な量で存在する、項
目１１６または１１７のいずれか一項に記載の方法。
（項目１１９）
　前記送達ビヒクルがクリームである、項目１０７から１１８のいずれか一項に記載の方
法。
（項目１２０）
　前記送達ビヒクルがゲルである、項目１０７から１１９のいずれか一項に記載の方法。
（項目１２１）
　前記送達ビヒクルがローションである、項目１０７から１２０のいずれか一項に記載の
方法。
（項目１２２）
　前記テルビナフィンおよび／またはその塩が、送達ビヒクルの約０．１重量％から約１
０重量％の間の濃度で存在する、項目１０７から１２１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１２３）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、
水と、
塩化ナトリウムと、
ステアリン酸グリセリルと、
セチルアルコールと、
塩化マグネシウムと、
塩化カリウムと、
スクアランと、
安定化ポリマーと、
ミリスチン酸イソプロピルと、
オレイン酸と、
プロピレングリコールと、
ポリソルベート界面活性剤と、
テルビナフィンおよび／またはその塩と、場合により
一酸化窒素供与体と
から本質的になる組成物。
（項目１２４）
　前記プロピレングリコールが、５％の濃度で存在する、項目１２３に記載の組成物。
（項目１２５）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、
水と、
塩化ナトリウムと、
ステアリン酸グリセリルと、
セチルアルコールと、
塩化マグネシウムと、
塩化カリウムと、
スクアランと、
安定化ポリマーと、
ミリスチン酸イソプロピルと、
オレイン酸と、
ポリソルベート界面活性剤と、
テルビナフィンおよび／またはその塩と、場合により
一酸化窒素供与体と
から本質的になる組成物。
（項目１２６）
　前記水が、前記組成物の約４０．９重量％の濃度で存在する、項目１２３から１２５の
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いずれか一項に記載の組成物。
（項目１２７）
　前記塩化ナトリウムが、前記組成物の約１０重量％の濃度で存在する、項目１２３から
１２６のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１２８）
　前記一酸化窒素供与体がＬ－アルギニンＨＣｌを含む、項目１２３から１２７のいずれ
か一項に記載の組成物。
（項目１２９）
　前記一酸化窒素供与体が、前記組成物の約７．５重量％の濃度で存在する、項目１２３
から１２８のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１３０）
　テルビナフィンを含む、項目１２３から１２９のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１３１）
　テルビナフィンの塩を含む、項目１２３から１３０のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１３２）
　前記テルビナフィンおよび／またはその塩が、前記組成物の約０．１重量％から約１０
重量％の間の濃度で存在する、項目１２３から１３１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１３３）
　前記ステアリン酸グリセリルが、前記組成物の約７重量％の濃度で存在する、項目１２
３から１３２のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１３４）
　前記セチルアルコールが、前記組成物の約７重量％の濃度で存在する、項目１２３から
１３３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１３５）
　前記塩化マグネシウムが、前記組成物の約０．１重量％から約５重量％の間の濃度で存
在する、項目１２３から１３４のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１３６）
　前記スクアランが、前記組成物の約４重量％の濃度で存在する、項目１２３から１３５
のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１３７）
　前記安定化ポリマーがキサンタンガムを含む、項目１２３から１３６のいずれか一項に
記載の組成物。
（項目１３８）
　前記安定化ポリマーが、ＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）ＢＴおよび／またはＫＥＬＴＲＯ
Ｌ（登録商標）ＲＤから本質的になる、項目１２３から１３７のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目１３９）
　前記安定化ポリマーが、前記組成物の約０．８重量％の濃度で存在する、項目１２３か
ら１３８のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１４０）
　前記ミリスチン酸イソプロピルが、前記組成物の約１重量％の濃度で存在する、項目１
２３から１３９のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１４１）
　前記オレイン酸が、前記組成物の約１重量％の濃度で存在する、項目１２３から１４０
のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１４２）
　前記ポリソルベート界面活性剤がポリソルベート２０を含む、項目１２３から１４１の
いずれか一項に記載の組成物。
（項目１４３）
　約５から約８の間のｐＨを有する、項目１２３から１４２のいずれか一項に記載の組成
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物。
（項目１４４）
　項目１２３から１４３のいずれか一項に記載の組成物を被験体に塗布するステップを含
む、方法。
（項目１４５）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、記載濃度の±２０％以下の濃度の
、下記の化合物：
約３５重量％から約５５重量％の濃度の水
約２．５重量％から約１５重量％の濃度の塩化ナトリウム
約４重量％から約１０重量％の濃度のステアリン酸グリセリル
約４重量％から約１０重量％の濃度のセチルアルコール
約０．１重量％から約５重量％の濃度の塩化マグネシウム
約１重量％から約８重量％の濃度のスクアラン
約０．２重量％から約２重量％の濃度のポリソルベート界面活性剤
約０．１重量％から約５重量％の濃度のミリスチン酸イソプロピル
約０．１重量％から約５重量％の濃度のオレイン酸
約１重量％から約１０重量％の濃度のプロピレングリコール
約１重量％から約１０重量％の濃度の安定化ポリマー
約０．１重量％から約１０重量％の濃度のテルビナフィンおよび／またはその塩、ならび
に場合により
約２．５重量％から約１５重量％の濃度の一酸化窒素供与体
のそれぞれを含む組成物。
（項目１４６）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、記載濃度の±２０％以下の濃度の
、下記の化合物：
約３５重量％から約５５重量％の濃度の水
約２．５重量％から約１５重量％の濃度の塩化ナトリウム
約４重量％から約１０重量％の濃度のステアリン酸グリセリル
約４重量％から約１０重量％の濃度のセチルアルコール
約２．５重量％から約１５重量％の濃度の塩化カリウム
約２．５重量％から約１５重量％の濃度の塩化マグネシウム
約１重量％から約８重量％の濃度のスクアラン
約０．２重量％から約５重量％の濃度のポリソルベート界面活性剤
約０．１重量％から約５重量％の濃度のミリスチン酸イソプロピル
約０．１重量％から約５重量％の濃度のオレイン酸
約１重量％から約１０重量％の濃度の安定化ポリマー
約０．１重量％から約１０重量％の濃度のテルビナフィンおよび／またはその塩、ならび
に場合により
約２．５重量％から約１５重量％の濃度の一酸化窒素供与体
のそれぞれを含む組成物。
（項目１４７）
　前記安定化ポリマーがキサンタンガムを含む、項目１４５または１４６のいずれか一項
に記載の組成物。
（項目１４８）
　前記安定化ポリマーが、ＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）ＢＴおよび／またはＫＥＬＴＲＯ
Ｌ（登録商標）ＲＤから本質的になる、項目１４５から１４７のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目１４９）
　前記ポリソルベート界面活性剤がポリソルベートグルコースを含む、項目１４５から１
４８のいずれか一項に記載の組成物。
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（項目１５０）
　項目１４５から１４９のいずれか一項に記載の組成物であって、記載濃度の±１０％以
下の濃度の、前記項目に記載されている前記化合物を含む、組成物。
（項目１５１）
　約５から約８の間のｐＨを有する、項目１４５から１５０のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目１５２）
　項目１４５から１５１のいずれか一項に記載の組成物を被験体に塗布するステップを含
む、方法。
（項目１５３）
　被験体の皮膚の少なくとも一部に、
適さない生物物理学的環境と、
安定化ポリマーと、
プロピレングリコールと、
ポリソルベート界面活性剤と、
テルビナフィンおよび／またはその塩と、場合により
一酸化窒素供与体と
を含む組成物を塗布するステップを含む、方法。
（項目１５４）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、
安定化ポリマーと、
プロピレングリコールと、
ポリソルベート界面活性剤と、
テルビナフィンおよび／またはその塩と
を含む組成物。
（項目１５５）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、前記組成物の少なくとも約８０重
量％が、
水と、
少なくとも１つの塩化物塩と、
安定化ポリマーと、
ポリソルベート界面活性剤と、
テルビナフィンおよび／またはその塩と
を含む、組成物。
（項目１５６）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、前記組成物の少なくとも約８０重
量％が、
水と、
少なくとも１つの塩化物塩と、
安定化ポリマーと、
プロピレングリコールと、
ポリソルベート界面活性剤と、
テルビナフィンおよび／またはその塩と
を含む、組成物。
（項目１５７）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、
適さない生物物理学的環境と、
安定化ポリマーと、
プロピレングリコールと、
ポリソルベート界面活性剤と、
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トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩と、場合により
一酸化窒素供与体と
を含む組成物。
（項目１５８）
　前記一酸化窒素供与体、前記適さない生物物理学的環境、前記キサンタンガム、前記プ
ロピレングリコール、前記ポリソルベート界面活性剤、ならびに前記トリアゾール抗真菌
薬および／またはその塩のそれぞれが、送達ビヒクル内に含有される、項目１５７に記載
の組成物。
（項目１５９）
　４０℃の温度に少なくとも約１日暴露された場合に安定である、項目１５７または１５
８のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１６０）
　４０℃の温度に少なくとも約１週間暴露された場合に安定である、項目１５７から１５
９のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１６１）
　４０℃の温度に少なくとも約４週間暴露された場合に安定である、項目１５７から１６
０のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１６２）
　クリームである、項目１５７から１６１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１６３）
　ゲルである、項目１５７から１６１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１６４）
　ローションである、項目１５７から１６１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１６５）
　経皮パッチ内に含有される、項目１５７から１６１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１６６）
　前記一酸化窒素供与体がＬ－アルギニンを含む、項目１５７から１６５のいずれか一項
に記載の組成物。
（項目１６７）
　前記一酸化窒素供与体がＬ－アルギニン塩を含む、項目１５７から１６６のいずれか一
項に記載の組成物。
（項目１６８）
　前記一酸化窒素供与体がＬ－アルギニンＨＣｌを含む、項目１５７から１６７のいずれ
か一項に記載の組成物。
（項目１６９）
　前記一酸化窒素供与体が、前記組成物の少なくとも約０．５重量％の濃度で存在する、
項目１５７から１６８のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１７０）
　前記一酸化窒素供与体が、前記組成物の少なくとも約５重量％の濃度で存在する、項目
１５７から１６９のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１７１）
　前記一酸化窒素供与体が、前記組成物の少なくとも約７重量％の濃度で存在する、項目
１５７から１７０のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１７２）
　前記適さない生物物理学的環境が、角質層を経由して前記トリアゾール抗真菌薬および
／またはその塩を運ぶことができる、項目１５７から１７１のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目１７３）
　前記適さない生物物理学的環境がイオン性塩を含む、項目１５７から１７２のいずれか
一項に記載の組成物。
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（項目１７４）
　前記イオン性塩が、前記組成物の少なくとも約５重量％の濃度で存在する、項目１７３
に記載の組成物。
（項目１７５）
　前記イオン性塩が、前記組成物の少なくとも約７重量％の濃度で存在する、項目１７３
または１７４のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１７６）
　前記イオン性塩が、前記組成物の少なくとも約１０重量％の濃度で存在する、項目１７
３から１７５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１７７）
　前記適さない生物物理学的環境が塩化コリンを含む、項目１５７から１７６のいずれか
一項に記載の組成物。
（項目１７８）
　前記適さない生物物理学的環境が塩化マグネシウムを含む、項目１５７から１７７のい
ずれか一項に記載の組成物。
（項目１７９）
　前記塩化マグネシウムが、前記組成物の約０．１重量％から約５重量％の間の濃度で存
在する、項目１７８に記載の組成物。
（項目１８０）
　前記適さない生物物理学的環境が塩化カルシウムを含む、項目１５７から１７９のいず
れか一項に記載の組成物。
（項目１８１）
　前記適さない生物物理学的環境が、少なくとも約０．２５Ｍのイオン強度を有する、項
目１５７から１８０のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１８２）
　前記適さない生物物理学的環境が、少なくとも約１Ｍのイオン強度を有する、項目１５
７から１８１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１８３）
　約５から約８の間のｐＨを有する、項目１５７から１８２のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目１８４）
　前記適さない生物物理学的環境が、少なくとも約１０００のオクタノール－水分配係数
を有する成分を含む、項目１５７から１８３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１８５）
　前記組成物が前記被験体に塗布される場合に、前記適さない生物物理学的環境が、前記
一酸化窒素供与体を、前記組成物から前記被験体の皮膚へ移動させることができる、項目
１５７から１８４のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１８６）
　前記被験体がヒトである、項目１５７から１８５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１８７）
　前記一酸化窒素供与体を含有する包装をさらに含み、前記包装は、リポソーム、コラー
ゲンのエマルション、コラーゲンペプチド、およびそれらの組合せからなる群から選択さ
れる、項目１５７から１８６のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１８８）
　前記安定化ポリマーがキサンタンガムを含む、項目１５７から１８７のいずれか一項に
記載の組成物。
（項目１８９）
　前記安定化ポリマーがＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）ＢＴを含む、項目１５７から１８８
のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１９０）
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　前記安定化ポリマーが、ＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）ＢＴおよび／またはＫＥＬＴＲＯ
Ｌ（登録商標）ＲＤから本質的になる、項目１５７から１８７のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目１９１）
　前記組成物内におけるＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）ＢＴ対ＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）
ＲＤの比率が３：５である、項目１９０に記載の組成物。
（項目１９２）
　前記ＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）ＢＴが、前記組成物の約０．３重量％の濃度で存在し
、かつ、前記ＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）ＲＤが、前記組成物の０．５重量％の濃度で存
在する、項目１９０または１９１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１９３）
　前記安定化ポリマーが、前記組成物の少なくとも約０．５重量％の濃度で存在する、項
目１５７から１９２のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１９４）
　前記安定化ポリマーが、前記組成物の少なくとも約０．８重量％の濃度で存在する、項
目１５７から１９３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１９５）
　前記プロピレングリコールが、前記組成物の少なくとも約３重量％の濃度で存在する、
項目１５７から１９４のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１９６）
　前記プロピレングリコールが、前記組成物の少なくとも約５重量％の濃度で存在する、
項目１５７から１９５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１９７）
　前記ポリソルベート界面活性剤がポリソルベート２０を含む、項目１５７から１９６の
いずれか一項に記載の組成物。
（項目１９８）
　前記ポリソルベート界面活性剤が、ソルビタンモノラウレート部分を含むポリソルベー
トを含む、項目１５７から１９７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１９９）
　前記ポリソルベート界面活性剤が、前記組成物の少なくとも約１重量％の濃度で存在す
る、項目１５７から１９８のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２００）
　前記ポリソルベート界面活性剤が、前記組成物の少なくとも約２重量％の濃度で存在す
る、項目１５７から１９９のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２０１）
　前記ポリソルベート界面活性剤が、式：
【化６】

を有する化合物を含む、項目１５７から２００のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２０２）
　ｗ＋ｘ＋ｙ＋ｚが２０である、項目２０１に記載の組成物。
（項目２０３）



(18) JP 2014-501286 A5 2015.2.19

　約１：６．２５：２．５の前記安定化ポリマー対プロピレングリコール対前記ポリソル
ベート界面活性剤の比率を有する、項目１５７から２０２のいずれか一項に記載の組成物
。
（項目２０４）
　トリアゾール抗真菌薬を含む、項目１５７から２０３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２０５）
　トリアゾール抗真菌薬の塩を含む、項目１５７から２０４のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２０６）
　トリアゾール抗真菌薬のナトリウム塩を含む、項目２０５に記載の組成物。
（項目２０７）
　前記トリアゾール抗真菌薬がフェキソフェナジンである、項目１５７から２０６のいず
れか一項に記載の組成物。
（項目２０８）
　前記トリアゾール抗真菌薬がイサブコナゾールである、項目１５７から２０６のいずれ
か一項に記載の組成物。
（項目２０９）
　前記トリアゾール抗真菌薬がイトラコナゾールである、項目１５７から２０６のいずれ
か一項に記載の組成物。
（項目２１０）
　前記トリアゾール抗真菌薬がボリコナゾールである、項目１５７から２０６のいずれか
一項に記載の組成物。
（項目２１１）
　前記トリアゾール抗真菌薬がプラミコナゾールである、項目１５７から２０６のいずれ
か一項に記載の組成物。
（項目２１２）
　前記トリアゾール抗真菌薬がポサコナゾールである、項目１５７から２０６のいずれか
一項に記載の組成物。
（項目２１３）
　前記トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩が、前記組成物の少なくとも約０．１
重量％の濃度で存在する、項目１５７から２１２のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２１４）
　前記トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩が、前記組成物の少なくとも約１重量
％の濃度で存在する、項目１５７から２１３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２１５）
　前記トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩が、前記組成物の少なくとも約５重量
％の濃度で存在する、項目１５７から２１４のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２１６）
　前記トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩が、前記組成物の約０．１重量％から
約１０重量％の間の濃度で存在する、項目１５７から２１５のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２１７）
　項目１５７から２１６のいずれか一項に記載の組成物を被験体に塗布するステップを含
む、方法。
（項目２１８）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、前記組成物の少なくとも約８０重
量％が、
水と、
少なくとも１つの塩化物塩と、
安定化ポリマーと、
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プロピレングリコールと、
ポリソルベート界面活性剤と、
トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩と、場合により
一酸化窒素供与体と
を含む、組成物。
（項目２１９）
　前記プロピレングリコールが、少なくとも約３％の濃度で存在する、項目２１８に記載
の組成物。
（項目２２０）
　前記プロピレングリコールが、少なくとも約５％の濃度で存在する、項目２１８または
２１９のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２２１）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、前記組成物の少なくとも約８０重
量％が、
水と、
少なくとも１つの塩化物塩と、
安定化ポリマーと、
ポリソルベート界面活性剤と、
トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩と、場合により
一酸化窒素供与体と
を含む、組成物。
（項目２２２）
　ステアリン酸グリセリルをさらに含む、項目２１８から２２１のいずれか一項に記載の
組成物。
（項目２２３）
　セチルアルコールをさらに含む、項目２１８から２２２のいずれか一項に記載の組成物
。
（項目２２４）
　スクアランをさらに含む、項目２１８から２２３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２２５）
　ミリスチン酸イソプロピルをさらに含む、項目２１８から２２４のいずれか一項に記載
の組成物。
（項目２２６）
　オレイン酸をさらに含む、項目２１８から２２５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２２７）
　前記水が、前記組成物の少なくとも約３５重量％の濃度で存在する、項目２１８から２
２６のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２２８）
　前記水が、前記組成物の少なくとも約４０重量％の濃度で存在する、項目２１８から２
２７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２２９）
　前記少なくとも１つの塩化物塩が、適さない生物物理学的環境を作り出す、項目２１８
から２２８のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２３０）
　前記少なくとも１つの塩化物塩が塩化マグネシウムを含む、項目２１８から２２９のい
ずれか一項に記載の組成物。
（項目２３１）
　前記塩化マグネシウムが、前記組成物の約０．１重量％から約５重量％の間の濃度で存
在する、項目２３０に記載の組成物。
（項目２３２）
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　約５から約８の間のｐＨを有する、項目２１８から２３１のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２３３）
　前記少なくとも１つの塩化物塩が塩化ナトリウムを含む、項目２１８から２３２のいず
れか一項に記載の組成物。
（項目２３４）
　前記少なくとも１つの塩化物塩が、前記組成物の少なくとも約５重量％の濃度で存在す
る、項目２１８から２３３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２３５）
　前記少なくとも１つの塩化物塩が、前記組成物の少なくとも約１０重量％の濃度で存在
する、項目２１８から２３４のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２３６）
　前記少なくとも１つの塩化物塩が、前記組成物の少なくとも約１５重量％の濃度で存在
する、項目２１８から２３５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２３７）
　前記一酸化窒素供与体がＬ－アルギニンを含む、項目２１８から２３６のいずれか一項
に記載の組成物。
（項目２３８）
　前記一酸化窒素供与体がＬ－アルギニン塩を含む、項目２１８から２３７のいずれか一
項に記載の組成物。
（項目２３９）
　前記一酸化窒素供与体が、前記組成物の少なくとも約３重量％の濃度で存在する、項目
２１８から２３８のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２４０）
　前記一酸化窒素供与体が、前記組成物の少なくとも約７重量％の濃度で存在する、項目
２１８から２３９のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２４１）
　前記トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩が、前記組成物の少なくとも約０．１
重量％の濃度で存在する、項目２１８から２４０のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２４２）
　前記トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩が、前記組成物の約０．１重量％から
約１０重量％の間の濃度で存在する、項目２１８から２４１のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２４３）
　トリアゾール抗真菌薬を含む、項目２１８から２４２のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２４４）
　トリアゾール抗真菌薬の塩を含む、項目２１８から２４３のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２４５）
　前記安定化ポリマーが、ＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）ＢＴおよび／またはＫＥＬＴＲＯ
Ｌ（登録商標）ＲＤから本質的になる、項目２１８から２４４のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目２４６）
　前記安定化ポリマーが、少なくとも約０．５％の濃度で存在する、項目２１８から２４
５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２４７）
　前記安定化ポリマーが、少なくとも約０．８％の濃度で存在する、項目２１８から２４
６のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２４８）
　前記ポリソルベート界面活性剤が、前記組成物の少なくとも約１重量％の濃度で存在す
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る、項目２１８から２４７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２４９）
　前記ポリソルベート界面活性剤が、前記組成物の少なくとも約２重量％の濃度で存在す
る、項目２１８から２４８のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２５０）
　前記ポリソルベート界面活性剤がポリソルベート２０である、項目２１８から２４９の
いずれか一項に記載の組成物。
（項目２５１）
　項目２１８から２５０のいずれか一項に記載の組成物を被験体に塗布するステップを含
む、方法。
（項目２５２）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、
適さない生物物理学的環境と、
トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩と、場合により
一酸化窒素供与体と
を含む組成物。
（項目２５３）
　前記適さない生物物理学的環境が、少なくとも約０．２５Ｍのイオン強度を有する、項
目２５２に記載の組成物。
（項目２５４）
　前記適さない生物物理学的環境が、少なくとも約１Ｍのイオン強度を有する、項目２５
２または２５３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２５５）
　前記適さない生物物理学的環境が、約０．２５Ｍから約１５Ｍの間のイオン強度を有す
る、項目２５２から２５４のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２５６）
　前記適さない生物物理学的環境が、角質層を経由して前記トリプタンおよび／または前
記トリプタン塩を運ぶことができる、項目２５２から２５５のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２５７）
　前記適さない生物物理学的環境がイオン性塩を含む、項目２５２から２５６のいずれか
一項に記載の組成物。
（項目２５８）
　前記適さない生物物理学的環境が、塩化ナトリウム、塩化コリン、塩化マグネシウム、
塩化カルシウムの１つまたは複数を含む、項目２５２から２５７のいずれか一項に記載の
組成物。
（項目２５９）
　前記適さない生物物理学的環境が塩化マグネシウムを含む、項目２５２から２５８のい
ずれか一項に記載の組成物。
（項目２６０）
　前記塩化マグネシウムが、前記組成物の約０．１重量％から約５重量％の間の濃度で存
在する、項目２５９に記載の組成物。
（項目２６１）
　約５から約８の間のｐＨを有する、項目２５２から２６０のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２６２）
　前記一酸化窒素供与体がＬ－アルギニンを含む、項目２５２から２６１のいずれか一項
に記載の組成物。
（項目２６３）
　前記一酸化窒素供与体が、前記皮膚内の血流を増加させるのに有効な量で存在する、項
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目２５２から２６２のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２６４）
　クリームである、項目２５２から２６３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２６５）
　ゲルである、項目２５２から２６３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２６６）
　ローションである、項目２５２から２６３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２６７）
　前記トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩が、前記組成物の約０．１重量％から
約１０重量％の間の濃度で存在する、項目２５２から２６６のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２６８）
　項目２５２から２６７のいずれか一項に記載の組成物を被験体に塗布するステップを含
む、方法。
（項目２６９）
　被験体の皮膚の一部に、適さない生物物理学的環境中にトリアゾール抗真菌薬および／
またはその塩を含む送達ビヒクルを塗布する
行為を含む、方法。
（項目２７０）
　前記適さない生物物理学的環境が、少なくとも約１Ｍのイオン強度を有する、項目２６
９に記載の方法。
（項目２７１）
　前記適さない生物物理学的環境が、約０．２５Ｍから約１５Ｍの間のイオン強度を有す
る、項目２６９または２７０に記載の方法。
（項目２７２）
　前記適さない生物物理学的環境が、角質層を経由して前記トリプタンおよび／または前
記トリプタン塩を運ぶことができる、項目２６９から２７１のいずれか一項に記載の方法
。
（項目２７３）
　前記適さない生物物理学的環境がイオン性塩を含む、項目２６９から２７２のいずれか
一項に記載の方法。
（項目２７４）
　前記適さない生物物理学的環境が、塩化ナトリウム、塩化コリン、塩化マグネシウム、
塩化カルシウムの１つまたは複数を含む、項目２６９から２７３のいずれか一項に記載の
方法。
（項目２７５）
　前記適さない生物物理学的環境が塩化マグネシウムを含む、項目２６９から２７４のい
ずれか一項に記載の方法。
（項目２７６）
　前記塩化マグネシウムが、前記送達ビヒクルの約０．１重量％から約５重量％の間の濃
度で存在する、項目２７５に記載の方法。
（項目２７７）
　前記送達ビヒクルが、約５から約８の間のｐＨを有する、項目２６９から２７６のいず
れか一項に記載の方法。
（項目２７８）
　前記送達ビヒクルが一酸化窒素供与体をさらに含む、項目２６９から２７７のいずれか
一項に記載の方法。
（項目２７９）
　前記一酸化窒素供与体がＬ－アルギニンを含む、項目２７８に記載の方法。
（項目２８０）
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　前記一酸化窒素供与体が、前記皮膚内の血流を増加させるのに有効な量で存在する、項
目２７８または２７９のいずれか一項に記載の方法。
（項目２８１）
　前記送達ビヒクルがクリームである、項目２６９から２８０のいずれか一項に記載の方
法。
（項目２８２）
　前記送達ビヒクルがゲルである、項目２６９から２８０のいずれか一項に記載の方法。
（項目２８３）
　前記送達ビヒクルがローションである、項目２６９から２８０のいずれか一項に記載の
方法。
（項目２８４）
　前記トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩が、前記送達ビヒクルの約０．１重量
％から約１０重量％の間の濃度で存在する、項目２６９から２８３のいずれか一項に記載
の方法。
（項目２８５）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、
水と、
塩化ナトリウムと、
ステアリン酸グリセリルと、
セチルアルコールと、
塩化マグネシウムと、
塩化カリウムと、
スクアランと、
安定化ポリマーと、
ミリスチン酸イソプロピルと、
オレイン酸と、
プロピレングリコールと、
ポリソルベート界面活性剤と、
トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩と、場合により
一酸化窒素供与体と
から本質的になる組成物。
（項目２８６）
　前記プロピレングリコールが、５％の濃度で存在する、項目２８５に記載の組成物。
（項目２８７）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、
水と、
塩化ナトリウムと、
ステアリン酸グリセリルと、
セチルアルコールと、
塩化マグネシウムと、
塩化カリウムと、
スクアランと、
安定化ポリマーと、
ミリスチン酸イソプロピルと、
オレイン酸と、
ポリソルベート界面活性剤と、
トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩と、場合により
一酸化窒素供与体と
から本質的になる組成物。
（項目２８８）
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　前記水が、前記組成物の約４０．９重量％の濃度で存在する、項目２８５から２８７の
いずれか一項に記載の組成物。
（項目２８９）
　前記塩化ナトリウムが、前記組成物の約１０重量％の濃度で存在する、項目２８５から
２８８のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２９０）
　前記一酸化窒素供与体がＬ－アルギニンＨＣｌを含む、項目２８５から２８９のいずれ
か一項に記載の組成物。
（項目２９１）
　前記一酸化窒素供与体が、前記組成物の約７．５重量％の濃度で存在する、項目２８５
から２９０のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２９２）
　トリアゾール抗真菌薬を含む、項目２８５から２９１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２９３）
　トリアゾール抗真菌薬の塩を含む、項目２８５から２９２のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２９４）
　前記トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩が、前記組成物の約０．１重量％から
約１０重量％の間の濃度で存在する、項目２８５から２９３のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目２９５）
　前記ステアリン酸グリセリルが、前記組成物の約７重量％の濃度で存在する、項目２８
５から２９４のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２９６）
　前記セチルアルコールが、前記組成物の約７重量％の濃度で存在する、項目２８５から
２９５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２９７）
　前記塩化マグネシウムが、前記組成物の約０．１重量％から約５重量％の間の濃度で存
在する、項目２８５から２９６のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２９８）
　前記スクアレンが、前記組成物の約４重量％の濃度で存在する、項目２８５から２９７
のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２９９）
　前記安定化ポリマーがキサンタンガムを含む、項目２８５から２９８のいずれか一項に
記載の組成物。
（項目３００）
　前記安定化ポリマーが、ＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）ＢＴおよび／またはＫＥＬＴＲＯ
Ｌ（登録商標）ＲＤから本質的になる、項目２８５から２９９のいずれか一項に記載の組
成物。
（項目３０１）
　前記安定化ポリマーが、前記組成物の約０．８重量％の濃度で存在する、項目２８５か
ら３００のいずれか一項に記載の組成物。
（項目３０２）
　前記ミリスチン酸イソプロピルが、前記組成物の約１重量％の濃度で存在する、項目２
８５から３０１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目３０３）
　前記オレイン酸が、前記組成物の約１重量％の濃度で存在する、項目２８５から３０２
のいずれか一項に記載の組成物。
（項目３０４）
　前記ポリソルベート界面活性剤がポリソルベート２０を含む、項目２８５から３０３の
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いずれか一項に記載の組成物。
（項目３０５）
　約５から約８の間のｐＨを有する、項目２８５から３０４のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目３０６）
　項目２８５から３０５のいずれか一項に記載の組成物を被験体に塗布するステップを含
む、方法。
（項目３０７）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、記載濃度の±２０％以下の濃度の
、下記の化合物：
約３５重量％から約５５重量％の濃度の水
約２．５重量％から約１５重量％の濃度の塩化ナトリウム
約４重量％から約１０重量％の濃度のステアリン酸グリセリル
約４重量％から約１０重量％の濃度のセチルアルコール
約０．１重量％から約５重量％の濃度の塩化マグネシウム
約１重量％から約８重量％の濃度のスクアラン
約０．２重量％から約２重量％の濃度のポリソルベート界面活性剤
約０．１重量％から約５重量％の濃度のミリスチン酸イソプロピル
約０．１重量％から約５重量％の濃度のオレイン酸
約１重量％から約１０重量％の濃度のプロピレングリコール
約１重量％から約１０重量％の濃度の安定化ポリマー
約０．１重量％から約１０重量％の濃度のトリアゾール抗真菌薬および／またはその塩、
ならびに場合により
約２．５重量％から約１５重量％の濃度の一酸化窒素供与体
のそれぞれを含む組成物。
（項目３０８）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、記載濃度の±２０％以下の濃度の
、下記の化合物：
約３５重量％から約５５重量％の濃度の水
約２．５重量％から約１５重量％の濃度の塩化ナトリウム
約４重量％から約１０重量％の濃度のステアリン酸グリセリル
約４重量％から約１０重量％の濃度のセチルアルコール
約２．５重量％から約１５重量％の濃度の塩化カリウム
約２．５重量％から約１５重量％の濃度の塩化マグネシウム
約１重量％から約８重量％の濃度のスクアラン
約０．２重量％から約５重量％の濃度のポリソルベート界面活性剤
約０．１重量％から約５重量％の濃度のミリスチン酸イソプロピル
約０．１重量％から約５重量％の濃度のオレイン酸
約１重量％から約１０重量％の濃度の安定化ポリマー
約０．１重量％から約１０重量％の濃度のトリアゾール抗真菌薬および／またはその塩、
ならびに場合により
約２．５重量％から約１５重量％の濃度の一酸化窒素供与体
のそれぞれを含む組成物。
（項目３０９）
　前記安定化ポリマーがキサンタンガムを含む、項目３０７または３０８のいずれか一項
に記載の組成物。
（項目３１０）
　前記安定化ポリマーが、ＫＥＬＴＲＯＬ（登録商標）ＢＴおよび／またはＫＥＬＴＲＯ
Ｌ（登録商標）ＲＤから本質的になる、項目３０７から３０９のいずれか一項に記載の組
成物。
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（項目３１１）
　前記ポリソルベート界面活性剤がポリソルベートグルコースを含む、項目３０７から３
１０のいずれか一項に記載の組成物。
（項目３１２）
　項目３０７から３１１のいずれか一項に記載の組成物において、記載濃度の±１０％以
下の濃度の、前記項目に記載されている前記化合物を含む組成物。
（項目３１３）
　約５から約８の間のｐＨを有する、項目３０７から３１２のいずれか一項に記載の組成
物。
（項目３１４）
　前記トリアゾール抗真菌薬がイトラコナゾールである、項目３０７から３１３のいずれ
か一項に記載の組成物。
（項目３１５）
　項目３０７から３１４のいずれか一項に記載の組成物を被験体に塗布するステップを含
む、方法。
（項目３１６）
　被験体の皮膚の少なくとも一部に、
適さない生物物理学的環境と、
安定化ポリマーと、
プロピレングリコールと、
ポリソルベート界面活性剤と、
トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩と、場合により
一酸化窒素供与体と
を含む組成物を塗布するステップを含む、方法。
（項目３１７）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、
安定化ポリマーと、
プロピレングリコールと、
ポリソルベート界面活性剤と、
トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩と
を含む組成物。
（項目３１８）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、前記組成物の少なくとも約８０重
量％が、
水と、
少なくとも１つの塩化物塩と、
安定化ポリマーと、
ポリソルベート界面活性剤と、
トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩と
を含む、組成物。
（項目３１９）
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、前記組成物の少なくとも約８０重
量％が、
水と、
少なくとも１つの塩化物塩と、
安定化ポリマーと、
プロピレングリコールと、
ポリソルベート界面活性剤と、
トリアゾール抗真菌薬および／またはその塩と
を含む、組成物。
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